
一億より大きな数を読んだり、書いたりすることができるようにしましょう。

○９１２５６２７７２１０４００という数について考えましょう。 

千
兆
の
位

百
兆
の
位

十
兆
の
位

一
兆
の
位

千
億
の
位

百
億
の
位

十
億
の
位

一
億
の
位

千
万
の
位

百
万
の
位

十
万
の
位

一
万
の
位

千

の

位

百

の

位

十

の

位

一

の

位

９ １ ２ ５ ６ ２ ７ ７ ２ １ ０ ４ ０ ０ 

【読み】九十一兆二千五百六十二億七千七百二十一万四百 

小学校４年生ワークシート ≪大きい数のしくみ≫ 

達成目標・１ 

（１）次の数を読んでみましょう。   ８１３４７６０００

（２）次の数を数字で書いてみましょう。

① 二兆五百八十四億七千万

② １億を３こ、１００万を５こ、１万を４こあわせた数

（３）□にあてはまる数を書きましょう。

   ５３００００００は１００万を□こ集めた数です。

ポイントとつながり  読んだり、書いたりすることを通して、億、兆の数の表し方について学習し、数の

仕組み（十進位取り記数法）について理解を深めます。兆より大きい数についてもわ

かるようになります。

もとにする学習は ①１億までの数を読んだり、書いたりすることができますか。

②１０倍、１００倍したり、    の大きさを表したりすることができますか。

めざす姿は ◎どのような大きな数でも、確実に読んだり、書いたりすることができるようになりま

しょう。

大切な考え方 

千万の１０倍を一億（１００００００００）と言います。

千億の１０倍を一兆と（１００００００００００００）と言います。

これまで学んだ位と同じように、「一、十、百、千」がくり返されているね。

整数を１０倍すると、位は１けたずつ上がって、１０分の１にすると、位は１

けたずつ下がるね。

10
1

小４算－１・１－

ふり返ろう１へ 

ふり返ろう２へ



           １億までの数を読んだり、書いたりしましょう。（３年） 

１０倍、１００倍したり、１０分の１の大きさを表したりしましょう。（３年）  

一
万
の
位

千
の
位

百
の
位

十
の
位

一
の
位

７ ９ ０ ０ ０

７ ９ ０ ０

７ ９ ０

７ ９

ふり返ろう１

【数】

６１０５８７９１

【読み方】

六 千 百 五 万 八 千 七 百 九 十 一

１万より大きい数を、万を単位として読んだり、書いたりしましたね。

１万 １ ０ ０ ０ ０

１０万 １ ０ ０ ０ ０ ０

１００万 １ ０ ０ ０ ０ ０ ０

１０００万 １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

１０倍

１０倍

１０倍

ふり返ろう２

千万を１０こあつめた数を一億といい、１００００００００とかきます。

10
1

１０倍

１００倍

１０倍すると、位が１けたずつ

上がります。また、    に

すると、位が１けた下がりま

す。

5000万 1000万 1億 

１０倍

10
1

小４算－１・２－



 名前（            ） 

１ 下の数について答えましょう。 

 （１）百億の位の数字は何ですか。 

 （２）いちばん左の数字は何の位ですか。 

 （３）この数を読みましょう。 

 （４）左から５番目の「１」は、何が１こあることを表していますか。 

    また、右から５番目の「５」は何が５こあることを表していますか。 

 （５）この数を１０倍した数、    にした数を、それぞれ書きましょう。 

２ ０から９までの数字を使って、１０けたの整数をつくります。 

 （１）数字をどれも１回ずつ使って、いちばん小さい数を作りましょう。 

（２）数字をどれも１回ずつ使って、２０億にいちばん近い数を作りましょう。 

（３）同じ数を何回使ってもよいことにすると、いちばん大きい１０けたの整数はいくつですか。 

５２３４１０１９５４８００

４つずつ区切って考える

と、位がわかりやすいね。

兆よりも大きい数もありましたね。

千兆の１０倍を、「一京」といいま

す。数はさらに続いていきます。

「垓
がい

、 
し

、穣
じょう

、溝
こう

、澗
かん

、正
せい

、…」

にした数：

10
1

ホップ 

10
1

１０倍した数：

小４算－１・３－



１ 次の数を読みましょう。

 （１） ７５５１００００００００

 （２） ４５８０２５０４９０３３２６０

２ 数字で書きましょう。 

 （１） 千三百九十兆二十二億三百四十五万六千七百七十七 

 （２） 八 百 四 十 九 億 三 千 三 十 九 万 三 百 二 十 三 

３ 数字で書きましょう。 

 （１） １０億を５こ、１０００万を７こを合わせた数 

 （２） １００兆を２こ、１０００億を９こ、１０万を３こ合わせた数 

４ □にあてはまる数を書きましょう。 

（１） １億を３６０こ集めた数は                       です。 

（２） ４７０００００００００は、１０億を       こ集めた数です。 

 （３） １０兆は、１０億の        倍です。 

５ 下の数直線で、（１）、（２）にあてはまる数を書きましょう。 

（１）                   （２） 

ステップ 

5000億 １兆 （２）（１）

小４算－１・４－



 ５９２

 ×２０５

 ２９６０

１１８４

１４８００

【正しい計算】

１ くふうして計算しましょう。 

（１） ５２００×６０             （２） １７００×４０ 

（３） ８５０×２８００            （４） ２２０×９２００ 

２ 下の筆算はまちがっています。そのわけを説明して、正しく計算しましょう。 

かけ算の答えを積

といったよね。

小４算－１・５－

ジャンプ 

【理由】



【正しい計算】

５９２
  ×２０５
  ２９６０
１１８４
１２１３６０

≪解答≫ 

１ （１）３  （２）１兆の位  （３）五兆二千三百四十一億百九十五万四千八百  （４）１億,１万 

  （５）１０倍した数：５２３４１０１９５４８０００

にした数：５２３４１０１９５４８０

２ （１） 数字をどれも１回ずつ使って、いちばん小さい数を作りましょう。 

１ ０ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

（２） 数字をどれも１回ずつ使って、２０億にいちばん近い数を作りましょう。 

１ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ ０ 

（３） 同じ数を何回使ってもよいことにすると、いちばん大きい１０けたの整数はいくつですか。 

９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ ９ 

１（１）七千五百五十一億  （２）四百五十八兆二百五十億四千九百三万三千二百六十

２（１）１３９０００２２０３４５６７７７  （２）８４９３０３９０３２３ 

３（１）５０７０００００００  （２）２００９０００００３０００００ 

４（１）３６０００００００００ （２）４７  （３） １００００

５（１）９０００億  （２）１兆３０００億 

１ 

（１）５２００×６０ ＝５２×１００×６×１０  （２）１７００×４０ ＝１７×１００×４×１０ 

          ＝５２×６×１００×１０             ＝１７×４×１００×１０ 

          ＝３１２×１０００                ＝６８×１０００ 

          ＝３１２０００                  ＝６８０００ 

（３）８５０×２８００＝８５×１０×２８×１００ （４）２２０×９２００＝２２×１０×９２×１００ 

          ＝８５×２８×１０×１００            ＝２２×９２×１０×１００ 

          ＝２３８０×１０００               ＝２０２４×１０００ 

          ＝２３８００００                 ＝２０２４０００ 

２ 下の筆算はまちがっています。そのわけを説明して、正しく計算しましょう。 

10
1

ステップ 

小４算－１・６－

ジャンプ 

【理由例】

 かける数の１０の位は０である。どんな数に０をかけても０なので

省略しているが、かける数の１００の位の計算は１００の位から始め

ないといけないのに、１０の位から計算をしているから。

ホップ 



がい数で表すことや、計算の結果を見積もれるようにしましょう。 

ふり返ろう１へ 

ふり返ろう２へ 

めざす姿は 

概数は、およその大きさを表したり、見当をつけたりするときに使います。 

目的に応じて見積もりをしたり、およその大きさをとらえたり、グラフに表した 

りするときに役立ちます。 

①たし算やかけ算の答えの見当をつけられますか。 

②わり算の筆算で商をたてられますか。 

◎概数の表し方がわかるようにしましょう。 

◎概数を使った計算ができるようにしましょう。 

☆ およその数の表し方を考えましょう。

◎ 2134は、2000に近いので、「およそ2000」とします。 

  およそ2000のことを「約2000」ともいいます。 

  また、およその数のことを「がい数」といいます。 

◎ 2000と3000の間の数を「約何千」とがい数で表すとき、百の位の数字が、 

０，１，２，３，４のときは、「切り捨て」て約2000 

５，６，７，８，９のときは、「切り上げ」て約3000 

  とします。このような方法を「四捨五入」といいます。 

◎ 百の位で四捨五入して3000になるはんいは、「2500以上3500未満」と 

なります。 

2500以上…2500と等しいか、それより大きい 

3500未満…3500より小さい（3500は入らない） 

3500以下…3500と等しいか、それより小さい 

（１） さいたま市の人口は、1233096人です。四捨五入して一万の位までのがい数にし

ましょう。（人口は平成23年３月１日現在） 

（２） 1000円で、268円のおかしと、285円のケーキと、398円のイチゴが買えるかどう

か、見当のつけ方を説明しましょう。 

    小学校４年生ワークシート  ≪がい数≫ 

大切な考え方１

2500は 

約3000 

になります。

達成目標・２ 

ポイントとつながり 

もとにする学習は

２１３４ ２５００

３０００２０００

小４算－２・１－



☆752＋649を上から１けたのがい数にして和を見積もりましょう。

757＋649 
 ↓  ↓

800＋600＝1400 

 ◎たし算の答えを和、ひき算の答えを差、かけ算の答えを積、わり算の答えを商といいます。

  がい数にして計算すると、簡単に和や差、積、商を見積もることができます。

☆268＋371の計算を考えましょう。
 大体いくつになるでしょう。

100未満の数を切り捨てると、200+300=500
100未満の数を切り上げると、300+400=700  
 だから、268+371の答えは500より大きく700より小さい
 と考えられますね。

☆32×２の計算を考えましょう。
 だいたいいくつになるでしょう。

 一の位を切り捨て、32を30とみると、30×２＝60
 一の位を切り上げ、32を40とみると、40×２＝80  
 だから、32×２の答えは60より大きく80より小さいと考えられますね。

たし算やかけ算の答えの見当をつけましょう。（３年） ふり返ろう１ 

一番大きな位の数字だ

けにするなど、かんた

んな数にすると、だい

たいいくつか考えられ

るね。

上から１けたのがい数にするときは、

上から２けためを四捨五入すれば

いいんだね。

小４算－２・２－

大切な考え方２



わり算の筆算で商をたてましょう。ふり返ろう２ 

☆72÷２の計算を考えましょう。

722
      ①十の位にたつ数を考える。

70は10が７こだから７÷２と考え、
 ２×２＝４ だから、３あまる。

 ２×３＝６ だから、１あまる。

 ２×４＝８ だから、１たりない。

だから、十の位に３をたてる。

36

6
722

      ②一の位にたつ数を考える。

            ２×５＝10 だから、２あまる。
            ２×６＝12 だから、あまりなし。
            ２×７＝14 だから、２たりない。
            だから、一の位に６をたてる。

小４算－２・３－

10 10 10 10 10 10 10 

20のたばが３こできて、10
のたばがひとつあまるとい

うことだね。

３

１２

１２

 ０

２のまとまりが６こできて、あ

まりはないということだね。



名前（                  ）

（１）次の数の百の位の数字を四捨五入して、約何千とがい数で表しましょう。

 ① １２１２   （         ）  ② ２８３３   （         ） 

 ③ ３５４１   （         ）  ④ ４４９６   （         ） 

 ⑤ ５０８３   （         ）  ⑥ ６９０２   （         ） 

（２）次の数を四捨五入して、一万の位までのがい数にしましょう。

 ① ２３４５１  （         ）  ② ３７２６１  （         ） 

 ③ ３６２９３１ （         ）  ④ ４１７３５２ （         ） 

 ⑤ ５１２４０３１（         ）  ⑥ ６２９６４１３（         ） 

（３）次の数を四捨五入して、上から１けたのがい数にしましょう。

 ① １３５１４  （         ）  ② ２７３１２  （         ） 

 ③ ３０１５   （         ）  ④ ４８００   （         ） 

 ⑤ ８４９２０  （         ）  ⑥ ８９０００  （         ） 

 □にあてはまる数を入れましょう。 

（１） 四捨五入して百の位までのがい数にして、答えを見積もりましょう。

 ① ３２４ ＋ １５２        ② ３５９ ＋ ４６９

      ＋    ＝５００          ＋ ５００ ＝

 ③ ２３５１ ＋ ６２０       ④ ２４６ ＋ ３５１ ＋ １５５２

        ＋ ６００＝        ２００ ＋     ＋     ＝２２００

 ⑤ ５７２ － ２３１        ⑥ ８２９ － ２５１

       －    ＝４００      ８００ －    ＝

 ⑦ １０００ － ３６２       ⑧ １０００ －（２１５ ＋ １５２ ）

   １０００ －    ＝        １０００ －（２００ ＋     ）＝

小４算－２・４－

ホップ 

ステップ 

一万の位までのがい数にするには、千の位の数を

四捨五入すればいいね。

上から１けたのがい数にするには、一番大きな位の

ひとつ前の位を四捨五入すればいいね。



（２）四捨五入して上から１けたのがい数にして、答えを見積もりましょう。 

 ① ６２０ × ２８          ② ５４０ × ６５ 

       ×    ＝１８０００     ５００ ×    ＝  

 ③ ４５２ × ２４７         ④ ３２０ × ２５１２ 

       ×    ＝１０００００    ３００ ×      ＝ 

 ⑤ ４２４１ ÷ １８         ⑥ ５８２００ ÷ ３１ 

        ÷    ＝２００            ÷ ３０＝ 

（１） 次の数を四捨五入して、上から２けたのがい数にしましょう。 

① １２８４１（        ）   ② ７６８２（         ） 

③ ５３９２１（        ）   ④ ８９６１（         ） 

（２） 四捨五入して百の位までのがい数にして、答えを見積もりましょう。 

① ４５１＋３４１           ② ２５９０＋２４８ 

③ ３５０＋４２０＋５６０       ④ ２４６＋５７２＋２５１３ 

  ⑤ ８２０－２５０           ⑥ １０００－３６０ 

  ⑦ １０００－(２１５＋２５２)     ⑧ １０００－(３５１＋４３８) 

（３） 四捨五入して上から１けたのがい数にして、答えを見積もりましょう。 

また、電卓で計算して、見積もりとくらべましょう。 

 ① ２８０×３４             ② ３４０×２５０ 

 ③ ３８１×４３８            ④ ４５１×５４８０ 

 ⑤ ４４３９÷２３            ⑥ ５９９２÷２８ 

 ⑦ ８６０５４÷３４           ⑧ ８４９８０÷３５ 

小４算－２・５－

ジャンプ 



≪解答≫ 

（１）① 約1000   ② 約3000   ③ 約4000 

④ 約4000   ⑤ 約5000   ⑥ 約7000 

（２）① 約20000  ② 約40000  ③ 約360000 

④ 約420000  ⑤ 約5120000  ⑥ 約6300000 

（３）①約10000    ②約30000     ③約3000 

④約5000    ⑤約80000   ⑥約90000 

（１）

 ①    ＋    ＝５００      ②    ＋ ５００ ＝

 ③     ＋ ６００＝        ④２００ ＋     ＋     ＝２２００

 ⑤    －    ＝４００      ⑥８００ －    ＝

 ⑦１０００ －    ＝        ⑧１０００ －（２００ ＋     ）＝

（２） 

 ①    ×    ＝１８０００     ②５００ ×    ＝ 

 ③    ×    ＝１０００００    ④３００ ×     ＝  

 ⑤     ÷    ＝２００      ⑥      ÷ ３０＝ 

（１）① 約13000  ② 約7700   ③ 約54000  ④ 約9000 

（２）① 800    ② 2800    ③ 1400    ④ 3300 

  ⑤ 500    ⑥ 600     ⑦ 500  ⑧ 200 

（３）  ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

見積り 9000 90000 160000 2500000 200 200 3000 2000 

計 算 9520 85000 166878 2471480 193 214 2531 2428 

ホップ 

小４算－２・６－

ステップ 

ジャンプ 

300 200 400 900 

２４００ 3000 400 1600 

600 200 300 500 

400 600 200 600 

600 30 70 35000 

500 200 3000 900000 

4000 20 60000 2000 



 名前（            ） 

１ くふうして、計算しましょう。 

（１）（１７００－４２０）－５８０          （２）（８０＋４３）－２３ 

（３）４×１７＋４×８               （４）１５２×２０－６２×２０ 

（５）（６３０－２８０）÷７             （６）（６４＋７２）÷８ 

（７）９＋６×１５                 （８）１４６＋１００÷２５ 

（９）１４×５＋６３÷９              （10）７×（４１＋８１÷９） 

小４算－１２・７－

ｼﾞｬﾝﾌﾟ２ 



≪解答≫

１（１）（１７００－４２０）－５８０＝１７００－（４２０＋５８０）＝１７００－１０００＝７００ 

（２）（８０＋４３）－２３＝８０＋（４３－２３）＝８０＋２０＝１００ 

（３）４×１７＋４×８＝４×（１７＋８）＝４×２５＝１００ 

（４）１５２×２０－６２×２０＝（１５２－６２）×２０＝９０×２０＝１８００ 

（５）（６３０－２８０）÷７＝６３０÷７－２８０÷７＝９０－４０＝５０ 

（６）（６４＋７２）÷８＝６４÷８＋７２÷８＝８＋９＝１７ 

（７）９＋６×１５＝９＋９０＝９９ 

（８）１４６＋１００÷２５＝１４６＋４＝１５０ 

（９）１４×５＋６３÷９＝７０＋７＝７７ 

（10）７×（４１＋８１÷９）＝７×（４１＋９）＝７×５０＝３５０ 

小４算－１２・８－

ｼﾞｬﾝﾌﾟ２ 



１けたや２けたの数でわるわり算が、できるようにしましょう。

九九を２回以上使うわり算を学習します。わる数が２けたになる場合、商

の見当を付けることにより能率的に正しい商を見付けられることを学習し

ます。小数のわり算の学習の基礎となります。

 ①かけ算九九を１回使って答えを求めるわり算ができますか。 

                ②「あまりのあるわり算」ができますか。 

③８０÷４、６００÷３｛(何十)÷(何)、(何百)÷(何)｝のようなわり算が

できますか。 

◎(２けた、３けた)÷(１けた、２けた)の筆算が確実にでき、計算のしかたも説明で

きるようになりましょう。 

達成目標・３ 

小学校４年生ワークシート ≪わり算の筆算≫ 

①５２÷４    ②９３８÷７   ③６０÷２０   ④９６÷２４   ⑤７３４÷５

⑥６０３÷３２  ⑦８１０÷１９

①十の位の計算  

１ 

  ４）５２ ･････十の位の５を４でわり、１ 

を十の位にたてる。 

    １ 

  ４）５２ ･････４と１をかける。 

４ 

１ 

  ４）５２ ･････５から４をひく。 

    ４ 

１ 

    １ 

  ４）５２ ･････一の位の２をおろす。 

    ４ 

１２ 

５２÷４を筆算で計算しましょう。

大切な考え方 1 

②一の位の計算 

    １３

  ４）５２ ･････ 

    ４ 

    １２ 

１３ 

  ４）５２ ･････３と４をかける。 

    ４ 

    １２ 

１２ 

１３ 

  ４）５２ ･････１２から１２をひく。 

    ４ 

    １２ 

    １２   

０ 

１２を４でわり、３を一の

位にたてる。

ポイントとつながり 

もとにする学習は 

めざす姿は 

ふり返ろう１へ 

ふり返ろう２へ 

ふり返ろう３へ 

小４算－３・１－



小４算－

①百の位の計算

3 2 6 0 3

②十の位の計算
1

3 2 6 0 3

3 2
2 8

③一の位の計算
1 8

3 2 6 0 3

3 2
2 8 3
2 5 6
2 7

３をおろす。
２８３÷３２で、
一の位に商８を
たてる。

　　　　　６０３÷３２＝１８あまり２７

６÷３２だから、
百の位に商は
たたない。

６０÷３２で、十
の位に商１をた
てる。

)

)

)

商は何の位からたつのかな。

小４算－３・２－

①商の見当をつける。

8
1 3 8 1 ・・・・・

1 0 4

②商を１小さくする。

7

1 3 8 1

9 1

③商を１小さくする。

　 6
1 3 8 1

7 8
　 3

１3を１０とみると
１０×８＝８０
だから商は８。

)

)

)

ひけな
い！

大きすぎた！

まだ大きい！

ひけない！

でき
た！

８１－７８＝３・・・・ひけた！
あまりの３は、わる数の１３
より小さい。

８１÷１３の筆算のしかた ６０３÷３２の筆算のしかた大切な考え方２ 

ひけない！ 

できた！ 



１２÷３の答えをもとめましょう。 

２７÷６の答えをもとめましょう。 

６×□1 ＝ ６ 

６×□2 ＝１２      

６×□3 ＝１８      

６×□4 ＝２４      

6×□5 ＝３０ 

かけ算九九を 1回使って、答えをもとめるわり算をしましょう。（３年）

あまりのあるわり算をしましょう。（３年）

８０÷４、６００÷３｛(何十)÷(何)、(何百)÷(何)｝のような計算をしましょう。 

（３年） 

ふり返ろう１ 

ふり返ろう２ 

３のだんの九九を使うと、答えが１２になるときの数を見つけるこ

とができるよ。そのかける数が、商になるんだね。

１２÷３＝４ 

①わる数の６のだんの九九を使って、九九の答えがわられる数

の２７にいちばん近い（２７を超えない）九九を見つけます。 

６×４＝２４  商 

②わられる数の２７から２４をひいた数３が、「あまり」です。

２７－２４＝３    あまり 

２７÷６＝４あまり３ 

「商
しょう

」や「あ

まり」につい

て、きちんと理

解しましょう。 

ふり返ろう３ 

【８０÷４の計算のしかた】 

① ８０を１０が８こ集まっ

た数と考えます。 

② ８÷４＝２ 

③ 答えの２は、１０が２こ

集まった数なので、 

８０÷４＝２０ 

【６００÷３の計算のしかた】 

① ６００を１００が６こ集まっ

た数と考えます。 

② ６÷３＝２ 

③ 答えの２は、１００が２こ集

まった数なので、 

６００÷３＝２００ 

１０や１００をもとに

して考えると、かんたん

に計算できるんだね。

小４算－３・３－



ホ    １ １けたの数でわるわり算の筆算のしかたを考えましょう。

（１）７９÷３を筆算でしましょう。 （２）次の□の中にあてはまる数を書きましょう。

 ３ ７ ９ 

（３）答えをたしかめましょう。 

十の位の計算をする。 

① たてる 

７ ÷ ３ で十の位に

商 をたてる。

② かける

３  ×       ＝

③ ひく

７  －       ＝

④ おろす

一の位の       をおろす。

一の位の計算をする。 

⑤ たてる

÷      で一の位に

商       をたてる。

⑥ かける

        ×       ＝ 

⑦ ひく

        －       ＝ 

⑧ ７９÷３の答えを書きましょう。

あまり 

○ ７９÷３の答えをたしかめる式は、次の 

とおりです。 

      ×       ＋       ＝       

答えをたしかめる式は、 

× ＋

＝

だったね。 

わる数 商 あまり

わられる数

□の中の数字をけすと、ほかの

わり算でも使えるよ。

名前（            ）

小４算－３・４－

ホップ 



２ ２けたの数でわるわり算の筆算のしかたを考えましょう。 

(１) □の中にあてはまる数を書いて、計算の手順を完成させましょう。

    ４ 

１ ８ ７ ５ 

  ７ ２ 

   ３ 

(２) 答えをたしかめましょう。 

商の見当をつけてから、計算する。 

① たてる 

を       とみて、見当をつけた。 

商      をたてる。        

② かける 

       × ３ ＝  

③ ひく   

 －        ＝  

④ あまりが１８より大きい！

⑤ 商を１大きくして、４をたてる。

⑥ かける 

×        ＝  

⑦ ひく 

  －       ＝  

⑧ あまりが１８より小さい！   できた！

   ７５÷１８の答えを書きましょう。 

あまり   

答えをたしかめる式は、 

        ×   ＋      

 ＝ 

 だったね。 

○ ７５÷１８の答えをたしかめる式は、次の 

とおりです。 

      ×       ＋       ＝

わる数 商 あまり

わられる数

商の見当をつけて、わり算を

することが大事だね。

たしかめもしっかりね。

１8  2０

３

７５

 ４

小４算－３・５－



１ 次の計算を筆算でしましょう。

（１） ７９ ÷ ５    （２）９２４ ÷ ７   （３）６３２ ÷ ６

（４）８１４ ÷ ９    （５）２４６ ÷ ８   （６）５７０ ÷ ７０

（７） ３６ ÷ １２   （８） ６５ ÷ ２９  （９） ９４ ÷ １２  

（10） ８９ ÷ ２５   （11）４３２ ÷ ６５  （12）６９１ ÷ ２３

答えが出たら、たしかめも

するといいよ。

小４算－３・６－

ステップ 



１ ５３このあめを、３人で同じ数ずつ分けます。

  １人ぶんは何こになって、何こあまりますか。

式 

（答え）

２ １１２まいの色紙を、１人に７まいずつ分けます。

   何人に分けられますか。

式 

（答え）

３ 子ぐまの体重は９㎏で、親ぐまの体重は１０８㎏です。

  親ぐまの体重は、子ぐまの体重の何倍ですか。

式

（答え）

４ ９５０まいの色紙を、１人に５０まいずつ分けます。

  何人に分けられますか。

 式                           

（答え） 

５ えんぴつが４８ダースあります。３５人に同じ数ずつ配ります。

１人ぶんは何本になって、何本あまりますか。

式

（答え）

筆算    

筆算  

筆算    

筆算    

筆算    

ジャンプ 

小４算－３・７－



わ り 算 の く ふ う 

 －  計 算 の ふ し ぎ  － 

       の考え                   の考え

４                              ４ 

６００ ２９００            ６００ ２９００ 

     ２４                                 ２４ 

      ５                   ５００  

２９００÷６００＝４あまり５   ①        ２９００÷６００＝４あまり５００  ② 

                 ×   ＋     ＝

①のたしかめ

     ×      ＋     ＝

②のたしかめ

     ×      ＋     ＝

あれ、あまりがちがうね。答えが出たら、たしかめもするんだったね。

わり算のきまりって

なんだったか、覚えて

いる？

「わられる数とわる数を同じ数でわって

も、商は変わらない。」というきまりがあ

ったよね。

上の「わり算のきまり」を使って、２９００÷６００の筆算のしかたをくふうしましょう。

わる数 商 あまり わられる数

上の式にあてはめて、たしかめをしてみましょう。

４６００ 

４６００

正しいのは、   です。１００のたばで考えるのと、同じだね。 

チャレンジしよう

小４算－３・８－



≪解答≫ 

１ （１）７９÷３＝２６あまり１

  （２）① ２        ② ３×２＝６       ③ ７－６＝１

     ④ ９        ⑤ １９÷３で一の位に商６ 

     ⑥ ３×６＝１８   ⑦ １９－１８＝１     ⑧ ２６あまり１

  （３）３×２６＋１＝７９

２ （１）② １８×３＝５４  ③ ７５－５４＝２１ ⑥ １８×４＝７２

     ⑦ ７５－７２＝３  ⑧ ４あまり３

   （２）１８×４＋３＝７５

１ （１）７９÷５＝１５あまり４    （２）９２４÷７＝１３２

（３）６３２÷６＝１０５あまり２  （４）８１４÷９＝９０あまり４

（５）２４６÷８＝３０あまり６   （６）５７０÷７０＝８あまり１０

（７）３６÷１２＝３        （８）６５÷２９＝２あまり７

（９）９４÷１２＝７あまり１０   （10）８９÷２５＝３あまり１４

（11）４３２÷６５＝６あまり４２  （12）６９１÷２３＝３０あまり１

 １ 式  ５３÷ ３＝１７あまり２   （答え）１人ぶんは１７こで、２こあまる

２ 式 １１２÷ ７＝１６       （答え）１６人

３ 式 １０８÷ ９＝１２       （答え）１２倍

４ 式 ９５０÷５０＝１９       （答え）１９人

 ５ 式 １２×４８÷３５＝１６あまり１６（答え）１人ぶんは１６本で、１６本あまる

①のたしかめ  

      ×     ＋     ＝ 

②のたしかめ  

×     ＋      ＝

４ ５６００ ２４０５

４ ５００６００ ２９００

正しいのは、   です。１００のたばで考えるのと、同じだね。 ②

ホップ 

ステップ 

ジャンプ 

チャレンジしよう 

小４算－３・９－



10
1

100
1

、 1000
1

一の位   の位    の位    の位

小数第一位 小数第二位 小数第三位

10
1

10
1

10
1

100
1

10
1

小数のしくみを理解し、小数のたし算やひき算ができるようにしましょう。

などを単位とした小数を用いることで  の単位に満た

ない大きさも表すことができることを学習します。また、加法及び減法の計

算は、小数点をそろえて、整数と同じように計算することを理解できるよう

にします。小数のかけ算・わり算の学習の基礎となります。

①はしたの大きさを小数で表せますか。

②１．７という数について調べられますか。 

③小数第一位までのたし算やひき算ができますか。

    ◎小数第３位までの小数のたし算とひき算の筆算が確実にでき、計算のしかた

も説明できるようになりましょう。 

 ○小数も整数と同じように、１０倍、または   ごとに位をつくって表します。 

（例）０.１mの   …０.０１m 

   ０.０１mの   …０.００１m 

３．７５＋２．４８の筆算の仕方 

①位をそろえて書く。

     ３．７５ 

    ＋２．４８ 

②整数のたし算と同じように計算する。 

     ３７５ 

    ＋２４８ 

     ６２３ 

③上の小数点にそろえて、和の小数点をうつ。 

     ３．７５ 

    ＋２．４８ 

達成目標・４ 

    小学校４年生ワークシート ≪小数のたし算とひき算≫ 

（１） 次の□にあてはまる数を書きましょう。

① 15.7 は１０が□こ、１が□こ、0.1 が□こ集まった大きさです。

② 2.43 は 0.01 が□個集まった大きさです。

（２）次の計算をしましょう。

①4.67＋1.62    ②2.54＋3.2    ③0.512＋7.398 
④4.7＋1.658    ⑤15.63＋2.3       ⑥6.38－3.45 
⑦3.25－1.9     ⑧9.34－9.133       ⑨21.75－8.2

０.０１をもとにしてそのいくつ分

で考えると、整数の計算と同じよう

に考えることができるね。 

３.７５⇒０.０１が３７５こ 

２.４８⇒０.０１が２４８こ 

３７５＋２４８＝６２３ 

０.０１が６２３こだから６.２３ 

１ ０.１ ０.０１ 

１ １ １ 0.1 0.1 0.1 0.1
0.1 0.1 0.1 

0.01 0.01 0.01 0.01
0.01

１ １ 0.1 0.1 0.1 0.1 0.01 0.01 0.01 0.01
0.01 0.01 0.01 0.01 

ポイントとつながり

もとにする学習は 

めざす姿は 

ふり返ろう１へ 

ふり返ろう２へ

大切な考え

小４算－４・１－

1 
1000 

ふり返ろう３へ



はしたの大きさを小数で表しましょう。（３年）

１.７という数を調べましょう。（３年）

１.７を数直線の上に表すと、 のところです。

ふり返ろう１ 

1L

１L を１０等分した１こ分

を、０.１Lといいます。

1L 1L

１L を１０等分した２こ分

を、０.２Lといいます。

1L 1L

１L ０.３L

１Lとはしたの０.３Lをあわせて、１.３Lだね。

上の数直線の１めもりは、１を１０等分した１こ分だから、０.１だね。

１０ ２

１.７ 

①１.７は、１と０.７をあわせた数です。 

②１.７は、２より０.３小さい数です。 

③１.７は、１と０.１を７こあわせた数です。 

④１.７は、０.１を１７こ集めた数です。 

ふり返ろう２ 

小４算－４・２－



小数第一位までのたし算やひき算をしましょう。（３年） 

① 位をそろえて書く。              ① 位をそろえて書く。 

 ② 整数のたし算と同じように計算する。      ② 整数のひき算と同じように計算する。

 ③ 上の小数点にそろえて、答えの小数点をうつ。   ③ 上の小数点にそろえて、答えの小数点をうつ。 

1 0.1 

□□□ □□□□□ 

□ □□□□□ 

□□ 

□□□

□ 

□□□□□ 

□□□□□ 

□□ 

□□□

□□   
□□ 

ふり返ろう３ 

小数点をうつことをわ

すれないでね。

３．５

＋１．７

３．５

＋１．７

５．２

２．５

－１．６

２．５

－１．６

０．９

同じ位のものどうしを、たしたり、ひいたりするんだね。

1 0.1 

□ □ 

□□□□□ 

□□□□□ 

□□□□□ 

1 0.1 

□□□□

□□□□□ 

３.５＋１.７の筆算のしかた ２.５－１.６の筆算のしかた 

３５

＋１７

 ５２

２５

－１６

  ９

０．１をもとにして、そのいくつ分かで考

えると整数の計算と同じようになるね。

小４算－４・３－



名前（         ） 

１ ３.５８という数について調べましょう。 

（１） いちばん小さい１めもりが表している大きさはいくつですか。 

（２） ３.５８を表すめもりに↑をかきましょう。 

 （３） ３.５８という数について、いろいろな表し方を考えましょう。 

２ ２.９７３について、正しいことを言っているのは、どれですか。（  ）に○を書きましょう。 

  （    ）①「０.００１を２９７３こ集めた数です。」 

  （    ）②「２９７３を１／１００にした数です。」 

  （    ）③「１を２こ、０.１を９こ、０.０１を７こ、０.００１を３こあわせた数です。」 

①３.５８は３.５と      をあわ

せた数です。 

②３.５８は３.６より      小さ

い数です。 

③３.５８は１を    こ、０.１を 

こ、０.０１を    こあ 

わせた数です。 

④３.５８は０.０１を      こ集

めた数です。 

ホップ 

3.5 3.8 

小４算－４・４－



１ 次の計算を筆算でしましょう。

（１）１.７２ ＋ ２.８５       （２）２３.５５ ＋ ３.６７ 

（３）０.９２ ＋ ０.５９       （４）０.４７９ ＋ ９.１２３ 

（５）５.６２ － ２.２５       （６）９.０２ － ６.７３ 

（７）１８.７１ － ５.８       （８）２.２９ － １.６５ 

くり上がりやくり下がりに

注意して、計算してね。

ステップ 

小４算－４・５－



１ 次の計算を筆算でしましょう。 

（１）８.２３ ＋ ６.２７      （２）０.０５６ ＋ ０.９４４ 

（３）２.１ ＋ ０.９１４      （４）１２ ＋ ３.２８ 

（５）６.５ － ４.１１       （６）０.８ － ０.３４５ 

（７）９ － ４.５４         （８）１ － ０.０３２

小４算－４・６－

ジャンプ 



≪解答≫  

１（１）０.０１  （３）①０.０８ ② ０.０２ ③３,５,８ ④３５８ 

 （２） 

２ ①○ ②無印 ③○ 

１（１）１.７２  （２）２３.５５  （３）０.９２  （４）０.４７９ 

   ＋２.８５    ＋ ３.６７    ＋０.５９    ＋９.１２３ 

    ４.５７     ２７.２２     １.５１     ９.６０２ 

 （５）５.６２  （６）９.０２   （７）１８.７１  （８）２.２９ 

   －２.２５    －６.７３      －５.８     －１.６５ 

    ３.３７     ２.２９      １２.９１     ０.６４ 

１（１）８.２３  （２）０.０５６  （３）２.１    （４）１２ 

   ＋６.２７    ＋０.９４４    ＋０.９１４     ＋３.２８ 

   １４.５０     １.０００     ３.０１４     １５.２８ 

 （５）６.５   （６）０.８    （７）９      （８）１ 

   －４.１１    －０.３４５    －４.５４      －０.０３２ 

    ２.３９     ０.４５５     ４.４６       ０.９６８ 

ステップ 

ジャンプ 

ホップ 

３.５ ３.８ 

３.５８ 

小４算－４・７－



小数のかけ算やわり算ができるようにしましょう。 

（わり算はわりきれるまで計算しましょう） 

ふり返ろう１へ 

ふり返ろう２へ 

めざす姿は 

筆算の手順を確実に身に付け、正しく結果を求める学習をします。小数を 

0.1 のいくつ分とみたり、10倍して整数化したりして、整数の計算にする 

アイデアは小数の計算の基礎となります。 

①小数の仕組みについて説明できますか。 

②小数のたし算やひき算ができますか。 

◎小数のかけ算やわり算ができるようになりましょう。 

☆ 0.4×７の計算を考えましょう。

0.4k の石が７個あります。石は全部で何k になりますか。

 ０   0.4                          □ （ｋ ）

0.4は0.1を４こ集めた数だから、0.1をもとに考えると、 

  ４×７＝２８ 

   0.1が２８こ分で2.8 

  だから 0.4×７＝2.8 になります。答えは2.8k になります。

  または、 

0.4×７＝2.8       答え2.8k 

   ↓10倍 ↓10倍     
10
1

（１０でわる） 

   ４×７＝２８

☆筆算のしかた 

①   ０．４         ② ０．４        ③ ０．４ 

     ×  ７      ×  ７         ×  ７  

               ２ ８          ２．８ 

①小数点を考えないで、  ②整数のかけ算と     ③かけられる数にそろえて、 

 右にそろえて書く。    同じように計算する。   積の小数点をうつ。 

①0.2×３   ②1.6×８  ③24.8×３  ④82.4×32  ⑤0.212×13 

⑥83.7÷９  ⑦5.6÷８  ⑧0.52÷８  ⑨62.4÷24  ⑩45÷12 

 小学校４年生ワークシート  ≪小数のかけ算やわり算≫ 

大切な考え方１

達成目標・５ 

小４算－５・１－

ポイントとつながり 

もとにする学習は

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ （個）

整数×整数の計算のしかた

をもとにして、0.4×７の積

は、0.4を１０倍して、その

積を１０でわればもとめら

れるね。



☆

4.8は0.1が４８こ分なので、          484

 ４８÷４の計算をします。             ４  

 ４８÷４＝１２                    ８

 ８

☆次の数の表し方を考えましょう。

4.8÷４の計算を考えましょう。

4.8Lのジュースを4人で分けます。一人分は何Lになりますか。

 ０     □                    4.8 （L）

                        １２ 

0.1が１２こ分で1.2になります。 

  答えは1.2Lになります。              0

☆筆算のしかた                     

①一の位の４を   ②わられる数の小数点に ③
10
1

の位の

    ４でわる。     そろえて、商の小数点をうつ。   ８をおろす。

          小数のしくみについて説明しましょう。ふり返ろう１ 

小４算－５・２－

大切な考え方２

０ １ ２ ３ ４ （人）

① 1 

8.44

  4

② 1．

8.44

  4

③ 1．

8.44

  4
      8 

④ 1.2 

8.44

  4
      8 
      8 
      0 

0.5 1.5０ １ １の
10
1

は0.1だから、１めもりは0.1だね。

0.1は「れい点一」と読みます。

0.25 0.260.255 0.265 
0.01 の

10
1

は 0.001 だから、１めもりは 0.001

だね。0.001は「れい点れいれい一」と

読みます。

0.2 0.30.25 0.35 0.1の
10
1

は0.01だから、１めもりは0.01だね。

0.01は「れい点れい一」と読みます。

④８を４でわる



小数のたし算やひき算をしましょう。

☆1.42＋2.35の計算を考えましょう。

1.42＋2.35は、１４２＋２３５の筆算を使って、下のように計算することができます。

  1.42 

   ＋ 2.35 

 3.77 

☆4.84－2.31の計算を考えましょう。

4.85－2.31は、４８５－２３１の筆算を使って、下のように計算することができます。

4.85 

   － 2.31 

 2.54 

0.01をもとにして考えると、 

1.42は 0.01が１４２こ 

2.35は 0.01が２３５こ 

あわせて0.01が３７７こだから、3.77だね。 

ふり返ろう２ 

小４算－５・３－

0.01をもとにして考えると、 

4.85は 0.01が４８５こ 

2.31は 0.01が２３１こ 

ひくと0.01が２５４こだから、2.54だね。 

整数のたし算やひき算と同じように計算すればいいんだね。 

小数点の位置に気をつけよう。 



名前（                  ）

         次の計算をしましょう。

 （１）0.3×７         （２）0.2×９       （３）0.5×５
 （４）0.4×８         （５）0.6×３       （６）0.2×３
 （７）3.9÷３         （８）4.8÷２       （９）6.3÷３
 （10）8.4÷４         （11）2.6÷２       （12）5.5÷５

（１）次の筆算をしましょう。 

① ３．８      ②  １９．６     ③  ０．３ 

   ×  ４        ×   ９       ×  ９ 

④ ７．５      ⑤  １５．６     ⑥  ０．５ 

   ×  ６        ×   ５       ×  ４ 

⑦  ６．４      ⑧  １６．５     ⑨  ３．５２ 

   ×２ ４        × ２ ０       ×   ４ 

 ⑩  ０．２４     ⑪  ０．４２５    ⑫  ６．４８ 

   ×   ３       ×    ８      ×  ５５ 

ホップ 

ステップ 

小４算－５・４－



（２）次の筆算をしましょう。 

  ①           ②          ③ 

1.97 5.373 4.56

  ④           ⑤          ⑥ 

6.7332 68.74 62.421

  ⑦           ⑧          ⑨ 

72.03 25 4.08

（３）次の筆算をしましょう。商は一の位まで求め、あまりもだしましょう。 

   ①          ②          ③ 

3.173 5.866 3.5314

小４算－５・５－



次の問題に答えましょう。

（１）１こ１２．３㎏の石があります。この石９こ分の重さは、何㎏になりますか。 

   式 

答え           

（２）０．４５ｍのリボンがあります。もとのリボンの長さは２０倍ありました。 

   もとのリボンの長さは何ｍですか。 

   式 

                            答え            

（３）３４．３ｍのテープがあります。このテープから８ｍのテープは何本とれますか。 

   また、何ｍあまりますか。 

   式 

                            答え            

（４）絵本のねだんは６００円で、国語辞典のねだんは２７００円です。 

   国語辞典のねだんは、絵本のねだんの何倍ですか。 

  式 

                            答え            

小４算－５・６－

ジャンプ 



≪解答≫ 

（１）2.1  （２）1.8  （３）2.5  （４）3.2  （５）1.8  （６）0.6 

（７）1.3  （８）2.4  （９）2.1  （10）2.1  （11）1.3  （12）1.1 

（１）①15.2   ②176.4   ③2.7    ④４５   ⑤７８   ⑥２ 

⑦153.6  ⑧３３０   ⑨14.08  ⑩0.72 ⑪3.4    ⑫356.4 

（２）①1.3   ②12.5  ③0.9    ④2.3   ⑤1.92   ⑥0.22 

⑦0.24 ⑧0.4   ⑨0.05 

（３）①５あまり2.3      ②１４あまり2.5   ③３あまり11.3 

 （１）12.3×９＝110.7        答え 110.7㎏ 

 （２）0.45×２０＝９        答え ９ｍ 

 （３）34.3÷８＝４あまり2.3    答え ４本とれて2.3ｍあまる。 

 （４）２７００÷６００＝4.5     答え 4.5倍 

小４算－５・７－

ホップ 

ステップ 

ジャンプ 



分数の表し方を理解し、分母が等しい分数のたし算やひき算ができる 

ようにしましょう。 

ふり返ろう１へ 

ふり返ろう２へ 

めざす姿は 

表し方が違っても大きさの等しい分数があるなど、分数の意味や表し方につ 

いての理解を深めます。また、分母が同じ分数のたし算とひき算の学習をしま 

す。５年生の分母が違う分数のたし算とひき算の計算の学習の基礎となります。 

①
3
1
ｍという長さについて説明できますか。 

②分数のたし算やひき算ができますか。 

◎大きさの等しい分数について分かるようになりましょう。 

◎分母が同じ分数のたし算とひき算の計算ができるようになりましょう。 

１ｍ

（１） どちらが大きいですか。□に不等号を書きましょう。 

①
3
21

3
4
    ②   

5
1

8
1

（２） 次の計算をしましょう。 

①
7
5
＋

7
4
 ②

6
7
＋

6
1
 ③

5
31 ＋

5
3
 ④

7
11 ＋

7
32

⑤
9
7
－

9
5
 ⑥

3
5
－

3
2
 ⑦

5
22 －

5
41  ⑧

8
57 －４ 

 小学校４年生ワークシート  ≪分数のたし算やひき算≫ 

大切な考え方１

達成目標・６ 

ポイントとつながり 

もとにする学習は

4
1
のように、分子が分母

より小さい分数を真分

数といいます。

小４算－６・１－

4
1
ｍ



4
3
＋

4
2
の計算のしかたを考えましょう。

       ＋       ＝

4
1
の３こ分   

4
1
の２こ分    

4
1
の５こ分

4
3     ＋    

4
2     ＝    

4
5

 １ｍ

 １ｍ

１ｍと
4
1
ｍをあわせた長さを１

4
1
ｍと書き、「一と四分の一メートル」と読みます。 

  １
4
1
のように、整数と真分数の和で表されている分数を帯分数といいます。 

  帯分数は１より大きい分数です。１より大きい分数は、帯分数と仮分数の２つの表し方があります。 

１
4
3
＋

4
2
の計算のしかたを考えましょう。 

１
4
3
＋

4
2
＝１

4
5

１
4
3
＋

4
2
＝

4
7
＋

4
2

      ＝２
4
1
                        ＝

4
9

＝２
4
1

4
3
＋

4
2
は、

4
1
をもとにすると、 

３＋２とみることができるの

で、分子だけたして計算します。

4
5ｍ

4
1ｍ

大切な考え方２

帯分数を整数部分と分数部分

に分けて計算するんだね。 

だけど、１
4
5
は帯分数でも仮分

数でもないから、帯分数の形に

直してあげないといけないね。

１
4
3
を仮分数に

なおせば、分子だ

けをたして計算

できるね。 

小４算－６・２－

4
4や

4
5のように、 分

子と分母が同じか、

分子が分母より大き

い分数を仮分数とい

います。4
4ｍ



２
4
1
 － 

4
2
の計算のしかたを考えましょう。 

２
4
1
 － 

4
2
＝１

4
5
 － 

4
2
               ２4

1
 － 4

2
＝4

9
 － 4

2

      ＝１4
3
                              ＝4

7

                                                               ＝１4
3

4
1
ｍという長さについて説明しましょう。（３年） 

１ｍを４等分した１こ分の長さを、１ｍの四分の一といいます。 

  １ｍの四分の一の長さを、
4
1
ｍと書き、「四分の一メートル」と読みます。 

１ｍ 

１ｍを４等分した２こ分の長さを、１ｍの四分の二といいます。 

  １ｍの四分の二の長さを、
4
2
ｍと書き、「四分の二メートル」と読みます。

                          １ ｍ 

4
2
ｍは

4
1
ｍの２こ分の長さです。 

ふり返ろう１ 

小４算－６・３－

4
2ｍ

4
1
ｍの４こ分の長さは

4
4
ｍで、１ｍと同じ長

さになるのだね。

帯分数の整数部分からくり下

げた１を分数になおすと、分

子だけで計算ができるね。

帯分数を仮分数にな

おせば、分子だけで

計算ができるね。

4
1ｍ



分数のたし算やひき算ができるようにしましょう。（３年）

①牛乳がパックに
10
4
 Ｌ、びんに 

10
3
 Ｌ入っています。 

あわせて何Ｌありますか。

式  
10
4
＋

10
3
＝

10
7
   答え 

10
7
 Ｌ

＋        ＝

10
1 Ｌの４こ分  ＋ 

10
1 Ｌの３こ分  ＝  

10
1 Ｌの７こ分

②4
3
－4

1
の計算のしかたを考えましょう。

4
3
－4

1
＝4

2

4
3
 は 4

1
 の３こ分。 4

1
 は 4

1
 の１こ分。

4
1
 の３こ分から、

4
1
 の１こ分をひくと、

4
1
 の２こ分がのこる。

１Ｌ１Ｌ

ふり返ろう２ 

分数のたし算は、もとにする分

数の何こ分かで計算すればい

いのだね。

分数のひき算は、たし算と同じ

ように、もとになる分数の何こ

分かで計算すればいいのだね。

小４算－６・４－

１Ｌ



名前（                  ）

 ア～ケのめもりが表す分数はいくつですか。１より大きい分数は、帯分数と仮分数の両方で表

しましょう。

オ カ 帯分数   仮分数 キ 帯分数   仮分数 ク 帯分数   仮分数 ケ 帯分数   仮分数

 （１）次の   にあてはまる帯分数や整数を書きましょう。 

 ０    
3
1

3
2

3
3

3
4

3
5

3
6

3
7

3
8

3
9

 ０ 

 ０  
4
1

4
2

4
3

4
4

4
5

4
6

4
7

4
8

4
9

4
10

4
11

4
12

 ０ 

ア イ 帯分数   仮分数 ウ 帯分数    仮分数 エ 帯分数   仮分数

ホップ 

ステップ 

１ 1
3
1 ２ 2

3
1 3 

１ 1
4
1 ２

3
7
を帯分数に直すと、 

７÷３＝２あまり１ なので

２
3
1
になるね。

小４算－６・５－

０

０

ア イ ウ エ

１ ２ ３

１ ２ ３

オ カ キ ク ケ



 ０  
6
1

6
2

6
3

6
4

 ０ 

（２）次の分数の大小を、不等号を使って表しましょう。 

  ① 
3
5

3
11   ②

4
12

4
10

  ③
6
11

6
8

  ④ 
3
1

4
1
  ⑤

6
3

4
3
   ⑥

6
2

3
2

（１）次のたし算をしましょう。 

①
4
3
＋

4
2
               ② 

7
5
＋

7
6

② 1
5
3
＋

5
1
              ④ 

4
1
＋

4
22

⑤ 1
5
4
＋

5
3
              ⑥ 

4
31 ＋

4
1

⑦ 1
6
2
＋2

6
3
              ⑧ ２＋2

7
4

（２）次のひき算をしましょう。 

①
6
7
－

6
4
                ② 

3
14

－
3
7

③ 
5

13
－

5
3
                   ④ ２

8
3
－

8
2

⑤ ２
7
4
－

7
6
                 ⑥４－

4
32

⑦ ４
7
6
－２

7
2
              ⑧ ４

5
3
－２

小４算－６・６－

ジャンプ 

１

２
3
1
を仮分数に直すと、

３×２＋１＝ ７ なので

3
7
になるね。

6
18

6
5

6
6

6
17

6
16

6
15

6
14

6
13

6
12

6
11

6
10

6
9

6
8

6
7



≪解答≫ 

ア 
5
1
 イ 

5
21 ，

5
7
 ウ2

5
4
，

5
14

  エ3
5
1
，

5
16

オ 
7
1
 カ 1

7
1
，

7
8
 キ1

7
6
，

7
13

  ク2
7
1
，

7
15

  ケ2
7
5
，

7
19

（１） 

 ０    
3
1

3
2

3
3

3
4

3
5

3
6

3
7

3
8

3
9

 ０ 

 ０  
4
1

4
2

4
3

4
4

4
5

4
6

4
7

4
8

4
9

4
10

4
11

4
12

 ０ 

6
6

6
7

6
8

6
9

6
10

6
11

6
12

6
13

6
14

6
15

6
16

6
17

6
18

 ０ 

（２）① ＞  ② ＜  ③ ＜  ④ ＞  ⑤ ＜  ⑥ ＜ 

（１）①
4
5
（

4
11 ）②

7
11

（1
7
4
）③

5
41  ④2

4
3
 ⑤2

5
2
（

5
12

） ⑥２ ⑦
6
53  ⑧4

7
4

（２）①
6
3
 ②

3
7
（

3
12 ） ③２ ④

8
12  ⑤

7
51 （

7
12

） ⑥
4
11  ⑦2

7
4
 ⑧2

5
3

ホップ 

ステップ 

ジャンプ 

6
11

6
31

6
51

6
21

6
41

２

6
12

6
32

6
52

6
22

6
42

３１

１
1

3
1

3
21

２
2

3
1 2

3
2 3 

１
1

4
21

4
1 1

4
3 2

4
1２

2
4
2 ３

2
4
3

小４算－６・７－



1 辺が１cm の正方形の面積を

1 平方センチメートルといい、

1 と書きます。

長方形や正方形などの面積を求めることができるようにしましょう。

面積について学び、長方形や正方形などの面積を求めることが

できるようにします。５年生の平行四辺形や三角形の面積の求め

方の学習の基礎となります。

 ①長さや水のかさ、重さなどの測定の意味がわかりますか。 

               ②広さを同じ大きさのますの数で比べることができますか。 

◎長方形や正方形の面積の求め方を説明できるようになりまし

ょう。 

◎公式を活用して、いろいろな形の面積を求められるようになり

ましょう。

☆ 長方形や正方形の広さは、１辺が１cm の正方形（単位の正方形）が何こならぶかで表すこと

ができます。 

達成目標・７ 

ふり返ろう１へ

小学校４年生ワークシート  ≪面積≫ 

大切な考え方１ 

実際に方眼紙などを使っ

て、しきつめてみよう。

いろいろな形の広さの

ことを面積といいます。

1cm

1cm

1cm 

1cm 

1cm 

1cm 

次の図形の面積を求めましょう。

① １cm            ②     ３cm       ③ ２cm

１

cm

３cm ４cm

６cm

２cm

ポイントとつながり 

もとにする学習は 

めざす姿は 

１ 

小４算－７・１－

ふり返ろう２へ



 【長方形】                 【正方形】 

上の長方形の面積は、             上の正方形の面積は、 

     ３×５＝１５                 ４×４＝１６ 

      または 

５×３＝１５ 

答え １５ｃ㎡              答え １６ｃ㎡ 

長さや水のかさ、重さなどの測定の意味を確認しましょう。（２年） ふり返ろう１ 

長さや水のかさ、重さなど

は、もとにする大きさ（単位）

の何こ分かで表します。 

１辺が１cm の正方形が何こならぶ

か求めるには、かけ算を使います。

たて、横にならぶ１ の数と、辺の長さを表す数が同じだね。

長方形の面積＝たて×横 

      ＝横×たて 
正方形の面積＝1辺×1辺 

長さ

水のかさ

1 L 1 L 1 L
１L（もとにする大きさ）の３こ分

だから、水の量は、３L 。 

１cm（もとにする大きさ）の５こ分だか

ら、ひもの長さは、５㎝。 

0
１㎝ 1 ㎝ １㎝ １㎝

重さ

１g

１g

１g（もとにする大きさ）の４こ分だ

から、消しゴムの重さは、４g。 

３㎝

５㎝ 

４㎝ 

４㎝ 

1 ㎝ 

１g

１g

小４算－７・２－

大切な考え方２ 



 広さを、同じ大きさのますの数で比べましょう。 

    下のようなマスを使ってじん取りゲームをしました。 

    白と黒ではどちらのほうが広いですか。 

    下のますには同じ形の長方形がしきつめられています。 

   名前（          ） 

１ □にあてはまる数をかきましょう。

（１）右の長方形の面積を計算で求める方法を考えましょう。

○たてに１ の正方形が こならんでいます。

○それが横に    こ分ならんでいるので、

  長方形の中には、１ の正方形が    こあります。

だから、この長方形の面積は     です。

 ○これを式で表すと     ×    ＝    です。

３㎝

５㎝

ふり返ろう２

白と黒の長方形の数を数えると 

○白の長方形→５個 

○黒の長方形→７個 

となるので、黒のほうが長方形２個

分広いということが分かります。 

ホップ 

小４算－７・３－



（２）右の正方形の面積を計算で求める方法を考えましょう。

○たてに１ の正方形が

こならんでいます。

○それが横に   こ分ならんでいるので、

  右の正方形の中には、１ の正方形が   こあります。

だから、この正方形の面積は     です。

 ○これを式で表すと    ×    ＝    です。

１ 下の図を見て、次の長方形や正方形の面積を求めましょう。 

（１） 

答え        

（２）

答え        

４㎝

４㎝

長方形や正方形の面積

を求める公式は… 

長方形の面積 

＝たて×横 

＝横×たて 

正方形の面積 

＝1 辺×1 辺 

だったね。

２㎝

４㎝

５㎝

５㎝

ステップ 

小４算－７・４－



？㎝

（３）  （４）

         答え        答え       

（５）  （６）

 答え                    答え        

２ 面積が２１ で横の長さが７cm の長方形をかくには、たての長さを何㎝にすればよい

ですか。 

答え         

今わかっていることを面積の公式にあて

はめてみよう。 

よこ→７(㎝) 面積→２１（ ） 

たての長さがわからないので□とすると、
たて×よこ＝長方形の面積 

□×７＝２１だね。 

２１ 

４㎝

７㎝

２m

６m 

５m

１３m 

１２㎝

１２㎝ 

３㎝

小４算－７・５－



１（１）下の図形の面積をいろいろな方法で求めてみましょう。

答え            

（２）下の図形の面積を求めましょう。

 答え            

左のような形の面積を

求めるときは、長方形

（公式が使える形）の

形にわけて考えるとい

いよ。 

３㎝

２㎝
４㎝

５㎝

９㎝

４㎝

４㎝

５㎝

８㎝

１１㎝

６㎝

４㎝

ジャンプ 

小４算－７・６－



≪解答≫ 

１ □にあてはまる数をかきましょう。

（１）右の長方形の面積を計算で求める方法を考えましょう。

○たてに１ の正方形が こならんでいます。

○それが横に   こ分ならんでいるので、長方形の中には、１ の正方形が    こ

あります。

だから、この長方形の面積は    です。

 ○これを式で表すと     ×    ＝    です。

（２）右の正方形の面積を計算で求める方法を考えましょう。

○たてに１ の正方形が こならんでいます。

○それが横に   こ分ならんでいるので、右の正方形の中には、1 の正方形が

    こあります。

だから、この正方形の面積は     です。

 ○これを式で表すと    ×    ＝    です。

１ 下の図を見て、次の長方形や正方形の面積を求めましょう。 

（１）２×４＝８    答え ８ （２）５×５＝２５   答え ２５ 

（３）４×１２＝４８  答え ４８  （４）１２×３＝３６  答え ３６ 

（５）２×６＝１２   答え １２㎡ （６）５×１３＝６５  答え ６５㎡ 

２ 面積が２１ で横の長さが 7cm の長方形をかくには、たての長さを何㎝にすればよい

ですか。 

      □×７＝２１  □＝２１÷７＝３         答え ３㎝

３

５ 15 

15 

３ ５ 15 

４

４

16

16

４ ４ 16

ホップ 

ステップ 

小４算－７・７－



１（１）下の図形の面積をいろいろな方法で求めてみましょう。

答え  ６４ 

（２）下の図形の面積を求めましょう。

A の面積…９×４＝３６  B の面積…７×３＝２１  C の面積…５×４＝２０

  求める面積＝A の面積＋B の面積＋C の面積

       ＝３６＋２１＋２０

       ＝７７

      答え  ７７ 

３㎝

２㎝
４㎝

５㎝

９㎝

４㎝

４㎝

５㎝

８㎝

１１㎝

６㎝

４㎝

ジャンプ 

小４算－７・８－

左のように、補助線を引き公式がつかえる

長方形ＡとＢに分けて考えます。

【上下に分ける】

A の面積…４×５＝２０

B の面積…４×１１＝４４

求める面積…A の面積＋B の面積

      ２０＋４４＝６４

【左右に分ける】

８×５＝４０

４×６＝２４

４０＋２４＝６４

A 

B 

【大きい長方形から小さい長方形を引く】

８×１１＝８８

４×６＝２４

８８－２４＝６４

A B C 

左のように、補助線を引き公式がつかえる

長方形ＡとＢとＣに分けて考えます。

左のような問題は、

補助線の引き方に

よっては、ちがう解

き方もあるので、挑

戦してみよう。



角の大きさをはかったり、かいたりできるようにしましょう。 

○角の大きさをはかるには、分度器を使います。

  直角を90に等分した１つ分の角の大きさを
 １度といい、1°と書きます。
  度は、角の大きさを表す単位です。

  また、角の大きさのことを、角度ともいいます。

  直角＝90°
  半回転の角度＝直角２つ分＝180°
  １回転の角度＝直角４つ分＝360°

○角度のはかり方

１ 分度器の中心を、角の頂点アに合わせる。

２ 0°の線を辺アイに合わせる。
３ 辺アウと重なっているめもりをよむ。

ふり返ろう１へ 

ふり返ろう２へ 

めざす姿は 

角の大きさを回転の大きさとしてとらえることができるようにします。分度 

器を使って、角度を測ったりかいたりできるようにします。この学習は、形の

きまった三角形や四角形をかく学習の基礎となります。 

①直角のある三角形や四角形の名前を言えますか。 

②「角」の説明ができますか。 

◎角の大きさについて単位と測定の意味が分かるようになりましょう。 

◎角の大きさを測定したり角をかいたりできるようになりましょう。

アの角の大きさは何度ですか。 

                ア 

小学校４年生ワークシート  ≪角の大きさ≫ 

大切な考え方

達成目標・８ 

ポイントとつながり

もとにする学習は

小４算－８・１－

90°

180°

３６０°

ア
イ

ウ



イ

○角のかき方（40°をかく場合）

①辺アイをひく。 

                            ① 

  ②分度器の中心を点アに合わせ、0°の線を辺アイに合わせる。 

③40°のめもりのところに点ウをうつ。 

                          ③ 

                             ② 

  ④点アと点ウを通る直線をひく。 

              ④ 

大切な考え方

ア イ

ア

イ

ア

ウ

ウ

直線は長めにかくと

いいね。

小４算－８・２－



直角のある形の名前を言いましょう。（２年） 

角の説明をしましょう。（３年）

〇１つのちょう点からでている２つの辺がつくる形を、角といいます。

〇角をつくっている辺の開きぐあいを、角の大きさといいます。

ふり返ろう１ 

ふり返ろう２ 

辺

角

辺

辺

辺

角

ちょう点

角の大きさは、辺の長

さに関係なく、辺の開

きぐあいだけで決ま

るんだったね。

４つの角が、すべて直角になってい

る四角形を長方形、また、４つの角

がすべて直角で、４つの辺の長さが

すべて等しい四角形を正方形という

んだったね。

直角の角がある三角形を、直角三角

形といいます。

小４算－８・３－



名前（                  ）

１ 次の角度をはかりましょう。

①                   ②

２ 次の三角じょうぎのア～カの角度は何度でしょう。 

ア （        ） 

イ （        ） 

ウ （        ） 

エ （        ） 

オ （        ） 

カ （        ） 

ホップ 

ウ

ア

イ

小４算－８・４－

どちらのめもりを読む

のか気をつけてね！

90°より大きいかな？

エ

オ カ



１ 次の角度をはかりましょう。 

 ①                      ②

２ 点アをちょう点として、→のほうに次の角をかきましょう。

① 40°                  ② 85°

③ 125°

④ 260°

ステップ 

ア ア

180°より80°大きいよ。

小４算－８・５－

ア

ア



次の三角じょうぎを組み合わせてできる、  の角度を計算でもとめましょう。 

① （       ）          ② （       ） 

③ （       ）          ④ （       ） 

⑤ （       ）          ⑥ （       ） 

⑦ （       ）          ⑧ （       ） 

ジャンプ 

小４算－８・６－



≪解答≫ 

１ ① 45° ② 130° 

２ ア 60° イ 90° ウ 30° エ  45° オ 90° カ 45° 

１ ① 230° ② 315° 

２ ① 40°                  ② 85°

③ 125°

④ 260°

① 30°＋ 45°＝ 75°   ② 90°＋ 45°＝ 135°  ③ 45°＋ 90°＝ 135° 

④ 90°＋ 60°＝ 150°   ⑤ 90°－ 60°＝ 30°   ⑥ 90°－ 30°＝ 60° 

⑦ 45°－ 30°＝ 15°   ⑧ 60°－ 45°＝ 15° 

ホップ 

ステップ 

ジャンプ 

180° ＋ 80° ＝ 260° 

小４算－８・７－

ア ア

ア

ア



いろいろな四角形の中から平行四辺形・ひし形・台形を見付けたり、

かいたりできるようにしましょう。 

ふり返ろう１へ 

ふり返ろう２へ 

めざす姿は 

図形の構成要素である直線の平行や垂直の関係について学習します。また、直線の

位置関係や辺の長さに着目することで、四角形の特徴をとらえ、平行四辺形・ひし形・

台形が理解できるようにします。立体図形における直線の位置関係や、５年生の面積

の学習の基礎となります。

①長方形や正方形の特徴が分かりますか。 

②角の大きさの表し方が分かりますか。 

◎直線の平行や垂直の関係について理解しましょう。 

◎平行四辺形・ひし形・台形について理解しましょう。 

（１）次の直線ア、イ、ウ、エ、オの中          

   から垂直や平行の関係になってい           ア  イ        ウ

る直線を見付けましょう。

                  エ

オ

カ

（２）次の四角形の名前を書きましょう。              

  ①                      ②    

小学校４年生ワークシート  ≪いろいろな四角形≫ 

達成目標・９ 

ポイントとつながり 

もとにする学習は

・辺アイと辺エウは

平行です。また、

辺アエと辺イウも

平行です。

・辺イウと辺アエ

は平行です。

め ざ す 姿 は

小４算－９・１－



【垂直な直線のひき方】

【平行な直線のひき方】

○２本の直線が交わってできる角が直角のとき、

この２本の直線は垂直であるといいます。

○１本の直線に垂直な２本の直線は、平行であると

いいます。

平行な直線は、ほかの直線と等しい角度で交わり

ます。

大切な考え方１ 

大切な考え方２ 

１ 直線をひき、その直線に三角じ

ょうぎを合わせる。

２ 合わせた三角じょうぎをおさえながら、もう一まい

の三角じょうぎの直角のある辺を直線に合わせる。

３ 三角じょうぎをもう一まいの三角じょ

うぎとスライドさせながら動かす。

４ ２まいの三角じょうぎをおさえて、えん筆

を持つ。

５ 三角じょうぎをしっかりおさえながら、

直線をひく。

５ 三角じょうぎをしっかりおさえながら、

直線をひく。

４ ２まいの三角じょうぎをおさえて、えん

筆を持つ。

３ 三角じょうぎをもう一まいの三角じょうぎ

とスライドさせながら動かす。

２ じょうぎをしっかりおさえながら、もう１まい

の三角じょうぎを合わせる。

１ 直線に三角じょうぎを合わ

せる。

完成

完成
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【台形】

向かい合った１組の辺が平行な四角形を、

台形といいます。

【平行四辺形】

向かい合った２組の辺が平行な四角形を、

平行四辺形といいます。

【ひし形】

辺の長さがみんな等しい四角形を、ひし形

といいます。

長方形や正方形の特ちょうを言いましょう。（２年）ふり返ろう１ 

大切な考え方３ 



名前（                  ）

１ 下の図で、○アの直線に垂直な直線はどれですか。すべて答えましょう。〔     〕

２ 下の図で、平行になっている直線は、どれとどれですか。すべて答えましょう。 

〔        〕

３ 次の○1 ～○4 にあてはまる四角形を次の○ア～○オの中から全部選び、記号で答えましょう。

① 向かい合った１組の辺だけが平行になっている。

〔        〕
② 向かい合った２組の辺が平行になっている。

〔        〕
③ ４つの辺の長さがみんな等しい。

〔        〕
④ ２本の対角線が垂直に交わっている。

〔        〕

○ア 正方形  ○イ 長方形  ○ウ 平行四辺形  ○エ ひし形  ○オ 台形

ホップ 
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１ 下の図で、直線アとイは平行です。○あ○いの角度はそれぞれ何度ですか。

２ 右のような平行四辺形があります。 

（１） 辺アイ、辺アエの長さは、それぞれ何ｃｍですか。 

辺アイ〔    〕 辺アエ〔    〕

（２）○あ○えの角度はそれぞれ何度ですか。 

○あ〔    〕  ○え〔    〕 

１ 下の図のような平行四辺形をかきましょう。 

２ 下の図のようなひし形をかきましょう。 

ステップ 

ジャンプ 

○あ〔     〕

○い〔     〕
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≪解答≫ 

１ 〔 ○エ ，○キ 〕

２ 〔 ○アと○イ , ○オと○カ , ○エと○キ 〕

３ ①〔 ○オ 〕

②〔 ○ア , ○イ , ○ウ , ○エ 〕

③〔 ○ア , ○エ 〕

④〔 ○ア , ○エ 〕

１ ○あ〔 ６０°〕 ○い〔 １２０°〕 

２ （１） 辺アイ〔 ６ｃｍ 〕    辺アエ〔 ８ｃｍ 〕

（２）○あ〔 １２０°〕 ○え〔 ６０°〕

１ 

２ 

ホップ 

ステップ 

ジャンプ 

自分のかいた四角形の辺の長さや、

角の大きさをはかってたしかめてみよう。

○キは、線をのばせば

○アと交わりますね。

小４算－９・６－



立方体や直方体の展開図
てんかいず

や見取図
み と り ず

をかくことができるようにしましょう。 

ふり返ろうへ 

めざす姿は 

立方体や直方体を見取図や展開図で表すことを通して、辺や面のつながりや

位置関係などについて理解できるようにします。５年生の立方体や直方体の体

積を求める学習の基礎となります。

箱の形の特徴が分かりますか。 

◎直方体や立方体の展開図や見取図がかけるようになりましょう。 

◎直方体や立方体の特徴や性質、直線や平面の垂直と平行の関係が分かるよう

になりましょう。 

（１）１辺が３cmの立方体の展開図をかきましょう。

（２）下の図の続きをかいて、見取図を完成

させましょう。

（３）右の図形は直方体の展開図です。次の問題に答えましょう。

① 面○いと平行になる面はどれですか。

② 辺アイと垂直な関係になる辺、平行な関係になる

辺は、どれですか。

小学校４年生ワークシート  ≪立方体や直方体≫ 

達成目標・10 

ポイントとつながり 

もとにする学習は
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○ 直方体や立方体などの全体の形が分かるようにかいた図を、見取図といいます。

【見取図のかき方】

○ 直方体や立方体などを切り開いて、平面の上に広げた図を、展開図といいます。

 直方体と立方体の特ちょうをいいましょう。（４年） ふり返ろう 

○長方形だけで囲まれた形や、長方形と正方形で

囲まれた形を直方体といいます。

 ○正方形だけで囲まれた形を立方体といいます。

大切な考え方 

① 正面の長方形か

正方形をかく。

③ 見えない辺は点線でかく。② 見えている辺をかく。

１つの立体図形から、一通りではな

く、いくつかの展開図をかくことがで

きるよ。
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名前（                  ）

１ 右のような直方体があります。

① ちょう点はいくつありますか。

〔      〕
② ８cmの辺はいくつありますか。また、
  ６cmの辺はいくつありますか。

８cmの辺〔     〕

６cmの辺〔     〕

２ 下の表のあいているところにあてはまる言葉や数を書きましょう。

面の形 面の数 辺の数 ちょう点の数

直方体
長方形 または、

長方形と正方形

立方体

３ 右のような直方体があります。

① 辺アオに垂直な辺を全部書きましょう。

〔           〕
 ② 辺アイに平行な辺を全部書きましょう。

〔           〕
③ 面オカキクに垂直な辺を全部書きましょう。

〔           〕
④ 面アイウエに平行な面を書きましょう。

〔           〕
⑤ 面アイウエに垂直な面を全部書きましょう。

〔                   〕

ホップ 
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１ 下の方がんに、右の直方体の展開図をかきましょう。 

２ 下の図の続きをかいて、右の直方体の見取図を完成させましょう。 

ステップ 
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１ 右の展開図を組み立てて直方体を 

作ります。 

① 次の辺と重なる辺を書きましょう。 

 辺アイ〔    〕 辺ケコ〔    〕 

② 次の辺の長さは何ｃｍですか。 

辺スセ〔    〕 辺ケク〔    〕 辺エオ〔    〕

 ③ 次の面と平行になる面を書きましょう。 

面○い〔    〕 面○か〔    〕 面○あ〔    〕

 ④ 面○いと垂直になる面を全部書きましょう。 

〔                  〕 

 ⑤ 辺アイと垂直になる面を全部書きましょう。 

〔                  〕 

２ 次の図の中から、立方体の展開図を全部選び、記号で答えましょう。 

ア             イ             ウ              

エ             オ             カ 

〔        〕 

ジャンプ 
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≪解答≫ 

１  ① 〔８つ〕  ②８ｃｍの辺 〔４つ〕   ６ｃｍの辺 〔４つ〕

２ 

面の形 面の数 辺の数 ちょう点の数

直方体
長方形 または，

長方形と正方形
６ １２ ８

立方体 正方形 ６ １２ ８

３  ① 〔辺アイ，辺アエ，辺オカ，辺オク〕  ② 〔辺エウ，辺クキ，辺オカ〕

   ③ 〔辺アオ，辺イカ，辺ウキ，辺エク〕    ④ 〔面オカキク〕

   ⑤ 〔面アオカイ,面イカキウ,面ウキクエ,面アオクエ〕

１ 〔解答例〕 

２ 

ホップ

ステップ 

小４算－１０・６－



１  

① 辺アイ〔 辺ケク 〕 辺ケコ〔 辺スシ 〕

 ② 辺スセ〔 ２ｃｍ 〕 辺ケク〔 ３ｃｍ  〕 辺エオ〔 ８ｃｍ 〕 

 ③ 面○い〔 面○え 〕  面○か〔 面○お 〕  面○あ〔 面○う 〕

 ④ 〔 面○あ 面○か 面○う 面○お 〕

 ⑤ 〔 面○お 面○か 〕

２ 〔 ア , ウ , エ ， カ 〕

ジャンプ 
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ともなって変わる２つの数量の変わり方を調べられるようにしましょう。

 （１）折れ線グラフ （２）変わり方しらべ

ふり返ろう１へ 

ふり返ろう２へ 

伴って変わる２つの数量を折れ線グラフに表したり、表に表したりします。

グラフや表から変わり方や２つの数量の関係を調べたり、変化の特徴を読み取

ったりすることができるようにします。

①ほかにどんなグラフを学習してきましたか。 

②グラフの１めもりが表す大きさを言えますか。 

◎変化の様子を折れ線グラフを用いて表したり、変化の特徴を読み取ったり 

 することができるようにしましょう。 

（１） 下の表は、さいたま市の１年間の気温の変わり方を表しています。

               １年間の気温の変わり方（さいたま市）

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
気温（度） 8 9 12 18 22 25 28 30 26 21 15 11 

① 変わり方を、折れ線グラフに表しましょう。

（度）

5 

10 

15 

   0     1   2   3   4   5   6   7  8  9 10  11  12 （月）

② 気温が上がっているのは、何月から何月の間ですか。

③ 気温の上がり方が一番大きいのは、何月と何月の間ですか。

小学校４年生ワークシート  ≪２つの数の変わり方≫ 

達成目標・11 

ポイントとつながり 

もとにする学習は

めざす姿は 

20 

30 

25 

小４算－１１・１－



○ 折れ線グラフでは、線のかたむきで変わり方がわかります。 

また、線のかたむきが急であるほど、変わり方が大きいことを表しています。 

            上がる（ふえる）     変わらない      下がる（へる） 

折れ線グラフのかき方 

１年間の気温の変わり方 

   1    2  3  4  5  6 7    8  9 10 11  12 （月）

①横のじくに「月」をとり、同じ間をあけて書く。単位も書く。 

      ②たてのじくに「気温」をとり、いちばん高い気温が表せるようにめもりのつけ方を考え、 

めもりの表す数を書く。単位も書く。 

      ③それぞれの月の気温の表すところに点を打ち、点を直線でつなぐ。 

      ④表題を書く。 

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

気温（度） 6 6 8 14 18 21 25 27 23 18 13 8 

１年間の気温の変わり方

30 

25 

20 

15 

10 

5 

0 

大切な考え方

１めもりがいくつを表しているのか確認しよう。

線をかくときは必ずじょうぎを使おうね。

小４算－１１・２－
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○     

○     

○ ○  ○  

○ ○  ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ 

サ
ッ
カ
ー

音
楽

ダ
ン
ス

科
学

家
庭
科

ふり返ろう２ 

２めもりで１０人ふえている

ので、１めもりが表している大

きさは、５人です。

このグラフが表している大き

さは、３５人です。

４０

３０

２０

１０

０

（人）

５めもりで２０Ｌふえている

ので、１めもりが表している大

きさは、４Ｌです。

このグラフが表している大き

さは、４８Ｌです。

１０めもりで１００ｍふえて

いるので、１めもりが表してい

る大きさは、１０ｍです。

このグラフが表している大き

さは、９０ｍです。

２００

１００

０

（ｍ）

５めもりで、５台ふえている

ので、１めもりが表している

大きさは１台です。

このグラフが表している大き

さは、１６台です。

２５

２０

１５

１０

５

０

（台）

８０

６０

４０

２０

０

（Ｌ）

ふり返ろう１ 人数をグラフで表しましょう。（２年）（３年）

１めもりが表す大きさを言いましょう。（３年）

きぼうしたクラブの人数

２０

１０

０

（個）

5 6 7 （日）

３連休に売れた数

グラフに表すと、何が多

くて何が少ないかひと

目でわかるね！

小４算－１１・３－
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名前（                  ）

 右の折れ線グラフは、１年間の気温の変わり方を表したものです。 

①たてのじくと、横のじくは、それぞれ何を              １年間の気温の変わり方  

表していますか。 

  たて（        ） 

   横 （        ） 

②１０月の気温は何度ですか。 

  （       度 ） 

③気温がいちばん高いのは何月ですか。 

  （       月 ） 

④気温が変わらないのは、何月と何月の間ですか。 

  （    月と   月の間 ） 

⑤気温の上がり方がいちいばん大きいのは、 

何月と何月の間ですか。 

  （    月と   月の間 ） 

１年間の気温の変わり方

①変わり方を、折れ線グラフに表しましょう。 

1  2    3  4   5    6  7    8    9  10 11   12 （月） 

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

気温（度） 7 7 9 13 19 20 27 30 26 19 13 9 

ホップ 

 （度）

30 

25 

20 

15 

10 

5 

0 1  2 3 4 5  6  7  8 9 10 11 12（月）

ステップ 
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１ 右はある県に雪がふった日数をぼうグラフに、 

１つの家庭で灯油を買った代金の合計を折れ線 

グラフに、それぞれ表したものです。 

 ①２００５年の雪がふった日数は何日間ですか。 

  （       日 ） 

②２００８年の灯油を買った代金の合計は何円 

  ですか。 

  （       円 ） 

 ③雪がふった日数がいちばん多いのは何年ですか。 

  また、その年の雪がふった日数は何日間ですか。 

  （       年 ）（      日 ） 

④灯油を買った代金の合計がいちばん安いのは何年 

ですか。また、代金の合計は何円ですか。 

  （       年 ）（      円 ） 

⑤グラフを見て気付いたことを書きましょう。 

２ 下のグラフは、１日の気温を調べ、折れ線グラフに表したものです。 

  ２つのグラフを見て、気付いたことを書きましょう。 

ジャンプ 

 （日）

30 

25 

20 

15 

10 

5 

0 

ある県に雪がふった日数と

灯油を買った代金の合計 （円）

6000 

5000 

4000 

3000 

2000 

1000 

0 

（
代
金
の
合
計
）

2005 2006 2007 2008 2009 2010
（年）

（度）

30 

20 

10 

0 

（度）

30 

25 

20 

0 8 9 10 11 0 1 2 3 4 5 （時） 8 9 10 11 0 1 2 3 4 5 （時）
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≪解答≫

①たて ・・・ 気温 

 横  ・・・  月 

②１８度 

③８月 

④１月と２月の間 

⑤３月と４月の間 

1  2    3  4   5    6  7    8    9  10 11   12 （月） 

１ 

 ①９日 

 ②５２００円 

 ③２００７年 

  １５日 

 ④２００９年 

   ２８００円 

 ⑤（解答例） 

   ・雪が多くふった年は、灯油を買った代金も多い。 

   ・雪が少なかった年は、灯油を買った代金も少ない。 

２ 

（解答例） 

・省略しているＢのグラフの方が、１めもりのかんかくが大きくて、変わり方が見やすい。 

・省略しているＢのグラフの方が、１時の気温を読むときも分かりやすい。 

ホップ 

ステップ 

ジャンプ 

１年間の気温の変わり方
（度）

30 

25 

20 

15 

10 

5 

0 
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ふり返ろうへ 

めざす姿は 

伴って変わる２つの数量を折れ線グラフに表したり、表に表したりします。

グラフや表から変わり方や２つの数量の関係を調べたり、変化の特徴を読み取

ったりすることができるようにします。

①かけ算のかける数と積の関係について説明できますか。 

◎変化の様子を折れ線グラフを用いて表したり、変化の特徴を読み取ったり 

 することができるようにしましょう。 

  ○ 正三角形の数が １ ずつふえると、まわりの長さは １ｃｍ ずつふえます。 

     正三角形の数に ２ をたすと、まわりの長さになっています。 

    正三角形の数 ＋ ２ ＝ まわりの長さ 

      １    ＋ ２ ＝   ３ 

２    ＋ ２ ＝    ４ 

３    ＋ ２ ＝    ５ 

      □    ＋ ２ ＝    ○ 

  ☆ 正三角形の数が増えるたびに、周りの長さが２ずつ増えるんだね。 

正三角形の数（□こ） 1 2 3 4 5 6 7 

まわりの長さ（○ｃｍ） 3 4 5 6 7 8 9 

（２）変わり方しらべ

まわりの長さが14cmの長方形をかきます。

①たての長さと横の長さを、下の表にまとめましょう。

②たての長さが1cmずつふえると、横の長さはどのように変わりますか。

③たての長さを□cm、横の長さを○cmとして、□と○の関係を式に表しましょう。

ポイントとつながり 

もとにする学習は

小４算－１１・７－

正三角形の数に２をたすとまわ

りの長さになるというきまりを

見つけました。

２つの数の関係を表に表すと、

きまりが見つけやすいね。

正三角形の数を□、まわりの長さを○として式

に表してみると・・・

□＋２＝ ○ という式になります。

・
・
・

大切な考え方

たての長さ□(cm) 

横の長さ○(cm) 



① ７×４ ＝ ７×３ ＋７ 

② ７×４ ＝ ７×５ －７ 

③ ７×４ ＝ ４×７ 

○ たてが３cm、横が１cmの長方形の場合、 

    横の長さが １cm  ふえると、面積は ３   大きくなります。 

   横の長さを□cm、面積を○ として、 

□と○の関係を式に表すと・・・ 

   □×３＝○ と表すことができます。 

     横の長さ   × ３ ＝   面積 

      １    × ３ ＝    ３ 

２    × ３ ＝    ６ 

３   × ３ ＝  ９ 

      □    × ３ ＝    ○ 

横の長さ（□ｃｍ） 1 2 3 4 5 6 7

面積（○  ） 3 6 9 12 15 18 21

大切な考え方

きまりを使うと、横の長さが大

きくなってもかん単に面積が

分かるね。

・
・
・

１ｃｍふえる

３ 大きくなる

１ｃｍ

２ｃｍ

３ｃｍ

ふり返ろう 

７×４の答えは、

７×３の答えより

７大きくなる。

７×４の答えは、

７×５の答えより

７小さくなる。

①かける数が１ふえると、答えはかけら

れる数だけ大きくなります。

②かける数が１へると、答えはかけられ

る数だけ小さくなります。

③かけられる数とかける数を入れかえて

計算しても、答えは同じになります。

かけ算には、①、②、③のきまりがあります。

かける数と積の関係を考えましょう（３年）

小４算－１１・８－

３cm 



 ①１本のロープを、はさみで切ります。 

  切る回数とロープの数を、下の表にまとめましょう。 

 ②ひもを１５本作るには、何回切ればよいでしょうか。 

  （      回 ） 

 まわりの長さが２０ｃｍになるいろいろな長方形をかきます。

①たての長さと横の長さを、上の表にまとめましょう。 

 ②たての長さが１ｃｍずつふえると、横の長さはどのように変わりますか。 

  （                ） 

 ③たての長さと横の長さをたすと、いくつになりますか。 

（        ｃｍ ） 

 ④たての長さを□ｃｍ、横の長さを○ｃｍとして、□と○の関係を式に表しましょう。 

  （                ） 

 ⑤たての長さが９ｃｍのとき、横の長さは何ｃｍになりますか。 

  （        ｃｍ ） 

切る回数（回） 1 2 3 4 5 6 7 

ひもの数（本）        

たての長さ（ｃｍ） 1 2 3 4 5 6 7  

横の長さ（ｃｍ） 9        

ホップ 

1cm

2cm

3cm

9cm

8cm

7cm

小４算－１１・９－

ステップ 



 １辺が２ｃｍの正三角形を、下の図のように、１だん、２だん、・・・とならべて、正三角形を作ります。 

①だんの数とまわりの長さを、下の表にまとめます。あいているところにあてはまる数を書きましょう。 

 ②だんの数が１ずつふえると、まわりの長さはどのように変わりますか。 

  （                ） 

 ③まわりの長さを表す数は、だんの数の何倍になっていますか。 

  （       倍 ） 

 ④だんの数を□だん、まわりの長さを○ｃｍとして、□と○の関係を式に表しましょう。 

  （                ） 

 ⑤だんの数が９のとき、まわりの長さは何ｃｍになりますか。 

  （      ｃｍ ） 

だんの数（だん） 1 2 3 4 5 6  

まわりの長さ（ｃｍ） 6       

2cm 

１だん ２だん ３だん ４だん

小４算－１１・１０

ジャンプ 



≪解答≫ 

①

②１５－１＝１４   答え  １４ 回 

①

② １ｃｍずつへる 

③ １０ｃｍ 

④ □＋○＝１０ 

⑤ １ｃｍ 

２ 

①

② ６ｃｍずつふえる。 

 ③ ６倍 

④ □×６＝○

⑤  ９×６＝５４   答え ５４ｃｍ 

切る回数（回） 1 2 3 4 5 6 7 

ひもの数（本） 2 3 4 5 6 7 8 

たての長さ（ｃｍ） 1 2 3 4 5 6 7  

横の長さ（ｃｍ） 9 8 7 6 5 4 3  

だんの数（だん） 1 2 3 4 5 6  

まわりの長さ（ｃｍ） 6 12 18 24 30 36  

ステップ 

ジャンプ 

ホップ 

小４算－１１・１１－



たし算、ひき算、かけ算、わり算のまざった計算ができるようにしましょう。

①

②

③

 ○計算の順序について考えましょう。 

 ９－（８－２×２）＝９－（８－４） 

＝９－４ 

＝５ 

小学校４年生ワークシート  ≪計算のきまり≫ 

達成目標・12 

（１）次の計算をしましょう。

①１０００－（６００＋５０）  ②（１２８＋３２）÷８  ③３＋７×５

④７×９＋４×２  ⑤８－（１２－３×２）  ⑥（７×５－５）÷３

⑦６×（１０－７）÷３

（２）□にあてはまる数をかきましょう。

  ①（２０＋６）×１５＝２０×１５＋６×□

②９８×５＝（□－２）×５＝□×５－２×５

③４０×７０＝（４×□）×（７× □）

＝４×７×□×□ 

      ＝２８×□

ポイントとつながり  整数の計算に関して、計算の順序や計算のきまりを生かし、交換法則・結合法則・

分配法則を用いた計算を学習します。小数や分数の計算の仕方を考えるときの基礎と

なります。

もとにする学習は 

めざす姿は ◎たし算、ひき算、かけ算、わり算に関するきまりを理解し、適切に使って計算がで

きるようになりましょう。

①九九の作り方の工夫を覚えていますか。

②今までに習った計算のきまりを覚えていますか。

大切な考え方１ 

①

②

③

○ふつうは、左から順に計算する。

○（ ）のある式は、（ ）の中を先に計算する。

○×や÷は、＋や－より先に計算する。

（ ）のある式では、（ ）の中を

ひとまとまりとみて、先に計算し

ました。

小４算－１２・１－

ふり返ろう１へ  

ふり返ろう２へ



○計算のきまりについて考えましょう。 

①（■＋●）×▲＝■×▲＋●×▲ 

②（■－●）×▲＝■×▲－●×▲ 

③（■＋●）÷▲＝■÷▲＋●÷▲ 

④（■－●）÷▲＝■÷▲－●÷▲ 

⑤ ■＋●＝●＋■ 

⑥ ■×●＝●×■ 

⑦（■＋●）＋▲＝■＋（●＋▲） 

 ⑧（■×●）×▲＝■×（●×▲） 

大切な考え方２ 

たし算、ひき算、かけ算、わり算のまざった式には、左のようなきまりが

ありましたね。必要に応じて使うと、計算がより簡単になります。

【例】

①（６＋４）×２＝６×２＋４×２

②（５－１）×３＝５×３－１×３

③（１５＋１０）÷５＝１５÷５＋１０÷５

④（１２－８）÷４＝１２÷４－８÷４

⑤ １５＋７＝７＋１５

⑥ ９×７＝７×９

⑦（３＋１１）＋９＝３＋（１１＋９）

⑧（６×５）×１６＝６×（５×１６）

小４算－１２・２－

（   ）

（   ）

（   ）

（   ）



九九の作り方のくふうを考えましょう。（２年）

今までに習った計算のきまりをかくにんしましょう。（２年・３年） 

① たし算では、たすじゅんじょをかえても答えは同じになります。（ ）はひとまとまりの数を表し、先に計算します。 

 （例）１１＋７＋９＝ １１＋９ ＋７ 

＝（１１＋９）＋７ 

＝    ２０    ＋７ 

＝    ２７ 

② かけられる数とかける数を入れかえて計算しても、答えは同じになります。 

（例）２×６＝６×２     

③ かけ算では、かけられる数を分けて計算しても、答えは同じになります。また、かける数を分けて計算しても、答え

は同じになります。 

  （例）      ３×９           ５×５ 

     ５×９           ５×９ 

           ２×９           ５×４ 

ふり返ろう１  

ふり返ろう２  

【７のだんの九九】

７×１＝ ７

７×２＝１４

７×３＝２１

７×４＝２８

７×５＝３５

７×６＝４２

７×７＝４８

７×８＝５６

７×９＝６３

    ７×３＝２１と３×７＝２１

    ７×４＝２８と４×７＝２８

          …

かけられる数とかける数を入れかえても、答えは同じだっ

たね。

小４算－１２・３－

何十となる数をみつける

と、計算が簡単だよ。

【２のだんの九九】

２×１＝ ２

２×２＝ ４

２×３＝ ６

２×４＝ ８

２×５＝１０

２×６＝１２

２×７＝１４

２×８＝１６

２×９＝１８

【５のだんの九九】

５×１＝ ５

５×２＝１０

５×３＝１５

５×４＝２０

５×５＝２５

５×６＝３０

５×７＝３５

５×８＝４０

５×９＝４５

＋＋

７のだんの九九の答えは、

５のだんの答えと２のだんの答えをた

した数になっていたよね。

７のだん＝５のだん＋２のだん



 名前（            ） 

１ まちがいを見つけて、正しく計算をしましょう。 

２ □にあてはまる数を書きましょう。 

（１）９×      －７×１２＝（９－７）×１２ 

（２）（４０＋２５）÷５＝４０÷５＋２５÷  

（３）９７×８＝（        －３）×８  

３ 次の（１）、（２）、（３）の式に合う問題を下のア、イ、ウから選んで、記号で答えましょう。 

 ア １こ２７０円のケーキと、１こ３０円のチョコレートを組にして買います。 

   ３組買うと、代金はいくらですか。 

 イ １こ２７０円のケーキ１こと、１こ３０円のチョコレートを３こ買います。 

   代金はいくらですか。 

 ウ １こ２７０円のケーキを３こ買って、３０円の箱にいれてもらいました。 

   代金はいくらですか。  

ホップ 

（１）１５＋５×７＝２０×７

         ＝１４０

（２）２８÷７－２＋８＝４－２

           ＝２＋８

           ＝１０

計算のじゅんじょと、きまりを

しっかり思い出しましょう。

（１）２７０＋３０×３ （２）（２７０＋３０）×３ （３）２７０×３＋３０

小４算－１２・４－



１ 計算しましょう。 

（１）１５００－（４７０＋２３０）          （２）７３０＋（３８０－１９０） 

（３）７×（２９＋３９）               （４）（１０３－７３）×１４ 

（５）（１４０－９０）÷２５              （６）１０５０÷（１２＋１８） 

（７）７＋４×１５                  （８）２０８＋３２÷１６ 

（９）９×６＋３６÷６                （10）３４×（９１＋６３÷７） 

（11）（７×２－４÷２）÷３              （12）１５×（１５＋９）÷１２  

ステップ 

小４算－１２・５－



１ 右下の図で、○は何こありますか。求め方を一つの式に表し、いろいろな方法で答えを求めましょう。 

 （式１） 

 （式２） 

（式３） 

                                   答え            

２ くふうして計算しましょう。 

（１）１０７×１１                 （２）９６×９ 

（３）２１９３＋３２１＋７９            （４）５５＋３.１＋２.９ 

（５）６３２×８×１２５              （６）４×６７×２５ 

小４算－１２・６－

ジャンプ 



≪解答≫ 

１ （１）１５＋５×７＝１５＋３５   （２）２８÷７－２＋８＝４－２＋８ 

            ＝５０                 ＝２＋８ 

                                ＝１０ 

２ （１）１２   （２）５   （３）１００ 

３ （１）イ    （２）ア   （３）ウ 

１（１）１５００－（４７０＋２３０）＝１５００－７００＝８００ 

（２）７３０＋（３８０－１９０）＝７３０＋１９０＝９２０ 

（３）７×（２９＋３９）＝７×６８＝４７６ 

（４）（１０３－７３）×１４＝３０×１４＝４２０ 

（５）（１４０－９０）÷２５＝５０÷２５＝２ 

（６）１０５０÷（１２＋１８）＝１０５０÷３０＝３５ 

（７）７＋４×１５＝７＋６０＝６７ 

（８）２０８＋３２÷１６＝２０８＋２＝２１０ 

（９）９×６＋３６÷６＝５４＋６＝６０ 

（10）３４×（９１＋６３÷７）＝３４×（９１＋９）＝３４×１００＝３４００ 

（11）（７×２－４÷２）÷３＝（１４－２）÷３＝１２÷３＝４ 

（12）１５×（１５＋９）÷１２＝１５×２４÷１２＝１５×２＝３０ 

１（式１）９×９―４×１０＝４１       （式５）５×５＋４×４＝４１ 

 （式２）４×４＋６×４＋１＝４１      （式６）３×７＋９×２＋１×２＝４１ 

 （式３）１２×３＋５＝４１ 

 （式４）４×１０＋１＝４１ 

                                   答え ４１こ  

２（１）１０７×１１＝（１００＋７）×１１＝１００×１１＋７×１１＝１１００＋７７＝１１７７ 

 （２）９６×９＝（１００－４）×９＝１００×９－４×９＝９００－３６＝８６４ 

 （３）２１９３＋３２１＋７９＝２１９３＋（３２１＋７９）＝２１９３＋４００＝２５９３ 

 （４）５５＋３.１＋２.９＝５５＋（３.１＋２.９）＝５５＋６＝６１ 

 （５）６３２×８×１２５＝６３２×１０００＝６３２０００ 

 （６）４×６７×２５＝６７×４×２５＝６７×１００＝６７００ 

ステップ 

ジャンプ 

ホップ 

小４算－１２・７－


